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 干潟域における大気－陸面－海面間の物質・熱エネルギー相互作用を解明することを目的として，熊本港北東側干潟域にお

いて観測塔を設置し，自動気象観測を実施してきている．本研究では，自動気象観測で得られた気象データを基に，バルク法を

用いて地表面熱収支の特性について解析を行った．陸域や沖合いの海域においては，大気側への顕熱・潜熱輸送は日射などの

放射過熱に伴う日周期変化が卓越しているが，干潟域では日射に加えて，干出・冠水のサイクルに伴う地表面状態の周期的変動

が重大な寄与をもたらす．特に，冬季においては，夜間に浸入する海水が干潟上の大気への熱源として重大な寄与をもたらすこ

とが確かめられた． 
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